
（第18555号）東 京 都 公 報令和8年5月29日（金曜日）
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日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

規

則

○
東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…（
建
設
局
公
園
緑
地
部
公
園
課
）…
一

告

示

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
再
開
発
課
）…
二

○
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
二
課
）…
二

○
都
営
住
宅
の
使
用
料
の
変
更
…
…
…
…
…
…（
住
宅
政
策
本
部
都
営
住
宅
経
営
部
経
営
企
画
課
）…
二

○
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
使
用
料
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
四

○
都
営
改
良
住
宅
の
使
用
料
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
五

○
都
営
住
宅
の
駐
車
場
の
区
画
数
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
六

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
道
路
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…
六

○
都
立
公
園
の
位
置
、
区
域
及
び
面
積
の
変
更
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
公
園
緑
地
部
公
園
課
）…
六

規

則
（
人
）

○
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

規

則
（
公
）

○
古
物
営
業
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
官
が
携
帯
し
、
又
は
提
示
す
る
証
票

に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

通

達

○
「
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
運
用
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
人
事
委
員
会
）…
八

規

則

東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
十
号

東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
東
京
都
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
中
「
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
」
を
「
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
」
に
、
「
〇
・
六
一
メ
ー
ト
ル
」
を

「
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
」
に
、
「
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
・
三
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

知
事
は
、
拾
骨
の
時
限
を
随
時
通
知
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

前
項
の
時
限
は
、
通
知
後
三
十
分
以
内
の
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
相
当
の
事
由
が
あ
る

と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
五
条

第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
指
定
管
理
者
が
青
山
葬
儀
所
に
お
い
て
葬
儀
所

の
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
第
一
項
中
「
知

事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」

と
、
「
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
条
の
規
定
は
、
指
定
管
理
者
が
瑞
江
葬
儀
所
に
お
い
て

葬
儀
所
の
管
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定

中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



令和8年5月29日（金曜日）東 京 都 公 報（第18555号） ２

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
九
十
五
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
駅
前
東
地
区
市
街

地
再
開
発
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

組
合
の
名
称

武
蔵
小
金
井
駅
北
口
駅
前
東
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
業
施
行
期
間

令
和
七
年
六
月
二
十
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

小
金
井
市
本
町
五
丁
目
地
内

四

事
務
所
の
所
在
地
及
び
設
立
認
可
の
年
月
日

小
金
井
市
本
町
五
丁
目
十
二
番
四
号

令
和
七
年
六
月
二
十
日

五

変
更
の
内
容

事
業
施
行
期
間
を
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。

事
務
所
の
所
在
地
を
小
金
井
市
本
町
五
丁
目
十
二
番
七
号
に
変

更
す
る
。

六

定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
九
十
六
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

佐

藤

至

指
定
に
係
る
道

路
の
種
類

指
定
年
月
日

指
定
に
係
る
道

路
の
位
置

指
定
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
八
年
四

月
十
四
日

小
金
井
市
中
町

二
丁
目
二
千
百

五
十
八
番
三
の

一
部

延
長二

一
・
〇
九

幅
員

四
・
〇
〇

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
九
十
七
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
都
営
住
宅
の
使
用
料
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第18555号）東 京 都 公 報令和8年5月29日（金曜日）３



令和8年5月29日（金曜日）東 京 都 公 報（第18555号） ４

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
九
十
八
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
一
般
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
構
造
及
び
規
模
、
戸
数
、
使

用
料
並
び
に
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第18555号）東 京 都 公 報令和8年5月29日（金曜日）５
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
九
十
九
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都

営
改
良
住
宅
の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令
和
八
年
六
月
一

日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

収
入
の
額
が
一
三
九
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
一
五
八
、
〇
〇
〇
円
以
下

の
者
に
適
用
さ
れ
る
使
用
料
（
月

額
一
戸
に
つ
き
）

近
傍
同
種
の
住
宅
の

家
賃
（
月
額
一
戸
に

つ
き
）

平
井
三
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト

（
１
号
棟
）

江
戸
川
区
平
井
三
丁
目
四
番

高
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

五
〇
戸

三
〇
、
四
〇
〇
円

九
四
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
〇
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

三
〇
戸

三
五
、
五
〇
〇
円

一
一
〇
、
一
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
八
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

一
〇
戸

四
二
、
二
〇
〇
円

一
三
〇
、
九
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

四
二
、
一
〇
〇
円

一
三
〇
、
五
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

五
〇
、
六
〇
〇
円

一
五
六
、
七
〇
〇
円



令和8年5月29日（金曜日）東 京 都 公 報（第18555号） ６

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

駐
車
場
の
区
画
数
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
の
で
、
第
九
十
三
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

区
画
数

平
井
三
丁
目
第
２
ア
パ
ー

ト
駐
車
場

江
戸
川
区
平
井
三
丁
目

四
番

二
〇
区
画

昭
島
福
島
町
ア
パ
ー
ト
駐

車
場

昭
島
市
福
島
町
千
三
番

地
四

一
二
六
区
画

東
京
街
道
ア
パ
ー
ト
駐
車

場

東
大
和
市
清
原
一
丁
目

一
番
地

八
六
八
区
画

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
一
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

都
道
府
中
町
田
線

二

指
定
す
る
区
間

多
摩
市
永
山
七
丁
目
四
番
三
地
先
か
ら
同
市

聖
ケ
丘
五
丁
目
三
番
一
地
先
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
二
号

東
京
都
立
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
立
公
園
の
位
置
、
区
域
及

び
面
積
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

公

園

名

変
更
内
容

変
更
年
月
日

東
京
都
立
和
田
堀
公
園

別
図
の
と
お
り

令
和
八
年
六
月
一

日



（第18555号）東 京 都 公 報令和8年5月29日（金曜日）７

規

則
（
人
）

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
ヘ
の
項
中

「

薬
剤

大
学
６
卒

０
３

５

」
を

「

薬
剤

キ
ャ
リ
ア

活
用

０
３

に

大
学
６
卒

０
３

５

」

改
め
、
同
項
備
考
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
試
験
（
選
考
）
の
区
分
が
キ
ャ
リ
ア
活
用
の
者
を
採
用
時
に
職
務
の
級
３
級
に
決
定
す
る
場
合

に
は
、
職
務
の
級
欄
の
う
ち
２
級
を
空
欄
、
３
級
を
「
０
」
と
読
み
替
え
る
。

４
キ
ャ
リ
ア
活
用
の
経
験
年
数
の
起
算
に
つ
い
て
は
、
経
験
年
数
起
算
表
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

別
表
第
五
備
考
２
中
「別

表
第
２

」
の
次
に
「イ

行
政
職
給
料
表
（
一
）
級
別
資
格
基
準
表
の
職
種

欄
の
「
技
術
」
の
区
分
の
適
用
を
受
け
る
者
の
う
ち
、
獣
医
に
つ
い
て
は
、
獣
医
師
免
許
を
取
得
し
た

時
、
同
表
へ
医
療
職
給
料
表
（
二
）
級
別
資
格
基
準
表
の
職
種
欄
の
「
薬
剤
」
の
区
分
の
適
用
を
受
け

る
者
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
師
免
許
を
取
得
し
た
時
又
は
同
表

」
を
加
え
る
。

別
表
第
六
へ
の
項
中

「

薬
剤

大
学
６
卒

１
級

３９号
給

」
を
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「
薬

剤
キ
ャ
リ
ア
活
用

２
級

２７号
給

に

大
学
６
卒

１
級

３９号
給

」

改
め
、
同
項
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考１

試
験
（
選
考
）
の
区
分
が
キ
ャ
リ
ア
活
用
の
者
の
う
ち
、
職
務
の
級
３
級
の
適
用
を
受
け
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
初
任
給
欄
の
号
給
を
３
級
３１号

給
と
す
る
。

２
医
療
技
術
Ⅱ
類
の
初
任
給
基
準
に
つ
い
て
は
、
別
の
定
め
に
よ
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
降
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
の
う
ち
、
職
種
が
「
薬
剤
」
で
、
か
つ
薬

剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
三
十
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い

う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
第
十
五
条
又
は
改
正

法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
薬
剤
師
と
な
っ
た
職
員
に
関
す
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
初
任

給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
別
表
第
五
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
キ
ャ
リ
ア
活
用
の
項

中
「７

年

」
と
あ
る
の
は
、
「５

年

」
と
す
る
。

規

則
（
公
）

古
物
営
業
法
第
２２条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
官
が
携
帯
し
、
又
は
提
示
す
る
証
票
に
関
す
る
規

則
を
廃
止
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
８
年
５
月
２９日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

廣
瀨

道
明

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号

古
物
営
業
法
第
２２条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
官
が
携
帯
し
、
又
は
提
示
す
る
証
票

に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

古
物
営
業
法
第
２２条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
官
が
携
帯
し
、
又
は
提
示
す
る
証
票
に
関
す
る
規

則
（
平
成
１５年

３
月
１９日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
令
和
８
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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